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伊
豆
の
国
音
頭
が

完
成

伊
豆
の
国
市
が
誕
生
し
て
早
や
10
年
！

　

市
制
施
行
10
周
年
を
契
機
に
、
市
民
の
一
体
感
の
醸

じ
ょ
う

成せ
い

と
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
伊
豆
の
国
音
頭
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
音
頭
は
、
世
代
を
超
え
て
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
親
し

み
を
持
っ
て
踊
り
継
い
で
欲
し
い
、
と
の
思
い
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
地
域
の
お
祭
り
や
運
動
会
な
ど
で
踊
っ
た
り
、

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
に
は
演
歌
歌
手
の
北き

た

川が
わ

大だ
い

介す
け

さ
ん
、
竹た

け

川か
わ

美み

子こ

さ
ん
に
よ
る
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

「
伊
豆
の
国
音
頭
」
は
軽
快
で
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
曲

で
す
。
反
射
炉
や
ア
ユ
、
ア
ヤ
メ
な
ど
地
元
に
ち
な

ん
だ
親
し
み
の
あ
る
歌
詞
も
魅
力
で
す
。

　

そ
の
後
、
先
に
発
表
さ
れ
た
「
ヤ
ッ
パ
ン
マ
ル
ス

い
ず
の
く
に
」
と
の
ダ
ブ
ル
A
面
マ
キ
シ
シ
ン
グ
ル

Ｃ
Ｄ
と
し
て
発
売
が
決
定
し
ま
し
た
。

音
頭
「
出
張
教
室
」

　

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
「
伊
豆
の
国
音
頭
」

「
ヤ
ッ
パ
ン
マ
ル
ス
い
ず
の
く
に
」
の
踊
り
の

指
導
に
伺
い
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

平
成
27
年
３
月
15
日
（
日
）
ま
で

　
　
　

１
回
１
時
間
程
度（
10
時
〜
21
時
の
間
）

講
師　

伊
豆
の
国
市
音
頭
保
存
会

申
込
締
切
り　

 

実
施
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
、
申
込
書
に
よ
り
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

※ 

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
市

役
所
各
庁
舎
で
入
手
で
き
ま
す
。

提
出
先　

市
役
所
市
長
公
室

　
　
　
　
　
（
伊
豆
長
岡
庁
舎
２
階
）

問 

市
役
所
市
長
公
室

☎ 

０
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地域で、グループで、みんなで踊りましょう！

伊
豆
の
国
音
頭
（
歌
詞
）
※
一
番
の
み

　伊豆の国市商工会と観光協会の窓口
で、特別価格 1,000 円（定価 1,234 円）
で発売中です。また、全国のレコード店
で注文購入もできます。
※  8 月に伊豆長岡駅前にオープンする
商工会アンテナショップでも販売予定

「伊豆の国音頭」がカラオケに登場 !
　（株）第一興商（DAM）のカラオケ
最新 4機種で「伊豆の国音頭」が歌
えます。
　あなたの十八番にぜひ追加してく
ださい。

カラオケ ＣＤ販売

そ
し
て

Ｃ
Ｄ
販
売
へ

―  

伊
豆
の
国
音
頭
が
生
ま
れ
る
ま
で  

―

　
「
音
頭
に
取
り
入
れ
た
い
言
葉
」
を
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
中
学
生
を
中
心
に

４
１
０
通
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、「
神
田
川
」
の
作
詩
で
知
ら
れ
る
喜き

多た

條じ
ょ
う

忠ま
こ
とさ

ん
（
日
本
作
詩
家
協
会
副
会
長
）
が
詩
を
、

曲
は
「
自
動
車
シ
ョ
ー
歌
」
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲

で
知
ら
れ
、
あ
や
め
祭
の
歌
謡
舞
台
を
手
掛
け
る
叶

か
の
う

弦げ
ん

大だ
い

さ
ん
（
日
本
作
曲
家
協
会
会
長
）
が
作
曲
し
ま

し
た
。

「ちいさな灯
ともしび

火」を意味する「ラ・ルチーナ」。
曲の精神的メッセージを伝える音楽活動をしていきた
い、と今後の抱負を語ってくれました。

左から手島勝直さん、大津良嗣さん、石井竜輔さん
（伊豆市民オペラ協会所属）

Interview

同時収録「ヤッパンマルスいずのくに」を
歌った「ラ・ルチーナ」の皆さん

Ｑ．この曲への思いを教えてください。

Ｑ．この曲を聴いてくれる皆さんに一言。

Ａ． 人の温かさや、自然が豊かな伊豆の国。この素

晴らしい伊豆の国の人たちが、この曲を通じて、

まちを誇り、一つになってくれればと思います。

Ａ． 多くの人たちの苦労の末に生まれたこの曲。

踊りを覚えて、楽しんで「伊豆の国」を表現して

ほしいですね。
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